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臼
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、　

年
度

２０２１

に
１
園
、　

年
度
に
３
園
の
認
可
保
育

２０２２

園
を
つ
く
る
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
児

童
数
増
加
に
間
に
合
っ
て
お
ら
ず
、
追

加
対
策
を
要
望
す
る
。
渦
コ
ロ
ナ
禍
で

の
生
活
困
窮
者
の
た
め
の
就
労
準
備
支

援
等
を
評
価
す
る
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数

の
拡
充
を
要
望
す
る
。
嘘
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
配
置

等
を
評
価
す
る
が
端
末
使
用
に
よ
る
目

の
疲
労
な
ど
課
題
へ
の
対
策
を
要
望
す

る
。
唄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
は
評

価
す
る
が
南
西
部
地
域
へ
の
運
行
等
を

要
望
す
る
。
欝
平
和
事
業
の
継
続
を
高

く
評
価
し
、
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
る
。

な
お
、
教
職
員
の
子
宮
頸
が
ん
検
診
と

乳
が
ん
検
診
は
継
続
し
残
す
よ
う
強
く

要
望
す
る
。
予
算
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ

ン
グ
は
市
民
の
命
と
健
康
等
に
影
響
が

な
い
よ
う
精
査
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

事
業
の
見
直
し
等
で
財
源
を
確
保
し
、

堅
実
な
予
算
編
成
と
受
け
止
め
て
い
る
。

な
お
、
臼
い
き
い
き
協
働
事
業
で
、
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
連
続
講
座
の

開
催
を
評
価
す
る
が
、
今
後
は
、
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
専
門

的
知
識
の
あ
る
職
員
の
配
置
等
を
要
望

す
る
。
渦
保
育
園
の
新
規
開
設
に
よ
る

待
機
児
童
の
解
消
は
進
め
て
ほ
し
い
が
、

保
育
の
質
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
改

め
て
要
望
す
る
。
嘘
こ
だ
い
ら
生
活
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
増
員
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
評
価
す
る
。
唄
都
市
計
画
公

園
整
備
は
、
市
民
と
共
に
進
め
て
い
く

こ
と
を
要
望
す
る
。
欝
次
期
教
育
振
興

基
本
計
画
策
定
に
当
た
り
、
多
様
な
意

見
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
子
ど

も
た
ち
と
の
直
接
の
意
見
交
換
の
場
を

設
け
て
い
く
こ
と
な
ど
を
要
望
す
る
。

　

①
花
小
金
井
武
道
館
解
体
は
、
着
手

の
遅
れ
で
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
わ
け

で
も
な
く
骨
格
予
算
に
入
る
こ
と
が
理

解
で
き
な
い
。
②
中
央
公
民
館
等
の
複

合
化
は
新
市
長
の
下
で
慎
重
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。
③
小
平
駅
北
口
再
開
発

事
業
は
、
新
市
長
の
下
、
住
民
と
共
に

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討
し
直
す
べ
き
で
あ

る
。
④　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

２０２０

ピ
ッ
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ
イ

ト
は
コ
ロ
ナ
禍
に
人
を
集
め
る
事
業
と

な
り
疑
問
で
あ
る
。
⑤
公
共
施
設
整
備

基
金
に
約
１
億
５
千
万
円
積
み
立
て
る

一
方
、
緑
化
基
金
の
積
立
て
は
３
千
万

円
で
残
念
で
あ
る
。
な
お
、
こ
だ
い
ら

生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
増
員
に

よ
る
相
談
支
援
体
制
の
拡
充
な
ど
は
評

価
す
る
。
ま
た
、
地
下
水
活
用
に
よ
る

流
水
再
生
事
業
は
継
続
す
る
よ
う
願
う
。

　

臼
花
小
金
井
武
道
館
の
解
体
費
用
な

ど
、
骨
格
予
算
で
あ
り
な
が
ら
市
の
独

自
施
策
な
ど
政
策
判
断
を
基
に
計
上
さ

れ
た
も
の
が
多
く
含
ま
れ
る
。
渦　

・
９７

３
％
と
い
う
非
常
に
高
い
経
常
収
支
比

率
で
弾
力
性
に
乏
し
い
予
算
で
、
将
来

の
見
通
し
が
立
た
な
い
財
政
状
況
を
打

開
す
る
姿
勢
が
見
え
な
い
。
嘘
補
助
金

改
革
の
姿
勢
が
見
え
な
い
。
唄
小
平
市

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
子
ど
も
夢
・
未
来
基
金
は
、
事
業
の

実
施
が
不
透
明
で
あ
る
以
上
、
廃
止
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
柔
軟

に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
欝
教
育
委
員

会
の
予
算
に
つ
い
て
、
将
来
を
担
う
人

材
の
た
め
の
予
算
に
、
他
分
野
と
同
様
、

６
％
の
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
を
か
け

た
こ
と
は
将
来
の
小
平
市
に
対
す
る
裏

切
り
で
あ
る
。
な
お
、
会
派
内
で
賛
成

す
る
議
員
が
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

目先のことしか見ておらず、将来を
見据えた予算になっていない

保育園待機児童対策、コロナ禍での
生活困窮者への支援等を評価

コロナ禍での市民生活に 
軸足を置いた予算となっている

骨格予算に入れる事業選択の
基準が不明瞭であると指摘
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臼
危
機
的
な
財
政
状
況
の
中

で
財
源
確
保
の
姿
勢
が
な
い
。

渦
予
算
構
築
の
指
針
、
予
算
方

針
が
不
適
当
で
あ
る
。
嘘
Ｄ
Ｘ

取
組
へ
の
ト
ッ
プ
の
姿
勢
が
見

ら
れ
な
い
。
唄
コ
ロ
ナ
禍
で
の

複
合
災
害
な
ど
へ
の
リ
ス
ク
ヘ

ッ
ジ
が
で
き
て
い
な
い
。
欝
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
脆

弱
で
あ
る
。
蔚
骨
格
予
算
に
花

小
金
井
武
道
館
解
体
費
を
計
上

す
る
必
要
性
の
根
拠
が
な
い
。

鰻
市
全
体
で
保
育
園
の
待
機
児
童

解
消
に
取
り
組
む
姿
勢
が
な
い
。

姥
公
園
を
活
用
し
た
市
民
を
巻
き

込
む
市
の
姿
勢
が
弱
い
。
厩
都
市

計
画
、
ま
ち
づ
く
り
が
進
ま
な
い
。

⑩
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
市

の
方
針
、
目
標
、
方
向
性
が
不
明

瞭
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、　

年
オ

２０２０

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

事
業
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ

イ
ブ
サ
イ
ト
実
施
の
必
要
性
が
不

明
瞭
で
あ
る
点
な
ど
を
指
摘
す
る
。

　

保
育
園
待
機
児
童
対
策
等
の

喫
緊
の
課
題
に
対
応
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
に
も
取
組
が
予
定
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
適
正

な
予
算
と
判
断
し
た
。
な
お
、

臼
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

メ
リ
ッ
ト
と
共
に
副
反
応
の
情

報
提
供
に
も
努
め
て
ほ
し
い
。

渦
Ｄ
Ｘ
の
推
進
担
当
課
長
が
で

き
る
が
、
国
や
都
の
機
関
の
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
の
み

機
能
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。
嘘
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
セ
ン
タ
ー
運
営
費
の
補
助
や
、

市
役
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
は
重
要

な
施
策
と
評
価
す
る
が
、
も
っ
と

早
く
取
り
組
め
た
の
で
は
と
思
う

も
の
が
多
い
。
市
民
の
不
安
に
共

感
し
寄
り
添
う
こ
と
、
具
体
的
施

策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
し

進
め
る
こ
と
、
不
安
を
和
ら
げ
安

心
し
て
く
だ
さ
い
と
発
信
し
て
い

く
姿
勢
を
示
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

臼
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
案

内
の
全
戸
配
布
、
渦
健
康
ポ
イ

ン
ト
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン

ト
の
事
業
統
合
、
嘘
フ
レ
イ
ル

予
防
推
進
員
の
配
置
、
唄
生
活

困
窮
者
の
支
援
体
制
の
強
化
、

欝
災
害
時
の
蓄
電
池
設
置
へ
の

助
成
の
検
討
、
蔚
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
の
配
置
、
鰻
各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
評
価
で
き
る
。

な
お
、
使
用
料
等
の
見
直
し
は

公
平
性
の
観
点
か
ら
粛
々
と
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
公
共
交
通
は
、

総
合
的
な
交
通
体
系
を
整
理
し
見

直
す
必
要
が
あ
る
。
ご
み
袋
の
値

下
げ
時
期
の
前
倒
し
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
空
き
家
対
策
は
、
福

祉
連
携
で
借
り
る
側
に
寄
り
添
う

居
住
支
援
を
進
め
る
こ
と
を
求
め

る
。
単
身
生
活
保
護
世
帯
の
孤
独

死
が
年
間　

人
発
生
し
た
こ
と
は

１６

信
じ
が
た
い
現
実
で
あ
り
、
職
員

配
置
が
適
正
で
な
い
こ
と
の
証
明

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。

（要旨）

各各
会会
派派
のの
討討
論論

各
会
派

各
会
派
のの
討討
論論

財源確保の取組や新型コロナウイルス
対策が不十分な点などを指摘

市民の生命と生活を守るため一定の
事業展開がなされている

フォーラム小平 賛成 政 和 会 反対 市議会公明党 賛成

令和3年度予算総額
（単位：千円、％）

伸び率２年度
予算額

３年度
予算額

△０.６６９,０８６,０００６８,６７０,０００一 般 会 計

△０.７１６,９９６,０００１６,８７６,０００国民健康保険事業特　

別　

会　

計

２.２４,４７０,０００４,５６９,０００後期高齢者医療

３.９１４,１６５,０００１４,７２０,０００介 護 保 険 事 業

△１.１４,３５１,１６１４,３０３,８１９収 益 的 収 入
下
水
道
事
業
会
計

△２.５３,９４５,５３４３,８４５,２７９収 益 的 支 出

△１８.８１,０９７,４４１８９１,１５７資 本 的 収 入

△３.５１,７９７,３０８１,７３５,２０３資 本 的 支 出

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は　

億
６
千
９
百
万
円

４５

で
、
前
年
度
比
２
・
２
％
、
９
千
９

百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
一
般
会
計
繰
入

金
、
広
域
連
合
か
ら
の
受
託
事
業
収

入
等
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
出
〉
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
負

担
金
の
ほ
か
、
保
健
事
業
に
要
す
る

経
費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
数

は
、
前
年
度
比　

人
増
の
２
万
４
千

６００

２
百
人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　
億
２
千
万
円
で
、

４７

前
年
度
比
３
・
９
％
、
５
億
５
千
５

百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
、
国
庫
支
出
金
、

支
払
基
金
交
付
金
、
都
支
出
金
、
繰

入
金
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
保
険

料
は
令
和
３
年
度
か
ら
３
年
間
の
保

険
料
基
準
額
を　

円
引
き
上
げ
、
月

５００

額
５
千
８
百
円
と
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
は
、
前
年
度

比
４
・
３
％
、
約
５
億
５
千
４
百　
３０

万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

要
支
援
要
介
護
認
定
者
数
は
、
前

年
度
比
４
・
６
％
増
の
９
千
６
百　
８１

人
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

〈
収
益
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

収
益
的
収
入
は　

億
３
百　

万
９

４３

８１

千
円
で
、
前
年
度
比
１
・
１
％
、
４

千
７
百　

万
２
千
円
の
減
で
す
。

３４

　

収
益
的
支
出
は　

億
４
千
５
百　

３８

２７

万
９
千
円
で
、
前
年
度
比
２
・
５
％
、

１
億　

万
５
千
円
の
減
で
す
。

２５

〈
資
本
的
収
入
及
び
支
出
〉

　

資
本
的
収
入
は
８
億
９
千
百　

万
１５

７
千
円
で
、
前
年
度
比　

・
８
％
、

１８

２
億
６
百　

万
４
千
円
の
減
で
す
。

２８

　

資
本
的
支
出
は　

億
３
千
５
百　

１７

２０

万
３
千
円
で
、
前
年
度
比
３
・
５
％
、

６
千
２
百　

万
５
千
円
の
減
で
す
。

１０

　

予
算
議
案
を
審
査
す
る
た
め
、
定

例
会
初
日
に
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
下
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
般
会
計

は
３
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の
３
日

間
、
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
は
３
月
５
日
に
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
定
例
会
最
終
日
に
は
、
幸
田

昌
之
一
般
会
計
予
算
特
別
委
員
長
と

吉
本
ゆ
う
す
け
特
別
会
計
・
下
水
道

事
業
会
計
予
算
特
別
委
員
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
一
般
会
計
を
賛
成
多
数
で
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業

会
計
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
の
提
案
説
明
の
概
要
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

予
算
総
額
は
６
百　

億
７
千
万
円

８６

で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
０
・

６
％
、
４
億
１
千
６
百
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
を

真
に
必
要
な
事
業
に
振
り
向
け
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
を
実
現
し
次
世

代
に
対
し
責
任
を
持
っ
て
事
業
に
取

り
組
む
た
め
の
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
が
前
年
度
比　

億
４

１３

千
３
百
万
円
の
減
と
な
る
た
め
基
金

の
活
用
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

を　
億
７
千
９
百
万
円
増
額
し
ま
す
。

１０
〈
歳
出
〉
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

等
の
増
な
ど
で
扶
助
費
が
引
き
続
き

増
額
し
て
い
ま
す
が
、
骨
格
予
算
で

あ
る
た
め
、
市
民
生
活
に
影
響
が
生

じ
な
い
範
囲
で
、
新
た
な
施
策
の
経

費
や
投
資
的
経
費
を
抑
え
て
い
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

予
算
総
額
は
百　

億
７
千
６
百
万

６８

円
で
、
前
年
度
比
０
・
７
％
、
１
億

２
千
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
税
は
前
年
度
比
４
・

８
％
、
約
１
億
６
千
７
百　

万
円
の

８８

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
繰

入
金
を　

億
９
千
万
円
、
国
民
健
康

２１

保
険
事
業
運
営
基
金
か
ら
１
億
５
千

万
円
を
繰
り
入
れ
収
支
の
均
衡
を
図

り
ま
す
。

〈
歳
出
〉
予
算
の
６
割
強
を
占
め
る

保
険
給
付
費
は
、
前
年
度
比
１
億
円

減
の
百　
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

１０

令
和
３
年
度
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下
水
道
事
業
会
計
予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算

全体として適正な予算であると判断


